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　車輪がアプローチ版上にあって目地に近づくとき、アプローチ版下の粒子が右に移動し、目地付近に集積する。車

輪がアプローチ版からリーブ版に乗り移るタイミングでリーブが速いスピードでたわみ、目地付近に集積していた粒

子が、目地を通って舗装版上に噴出する。車輪が目地から遠ざかる際には、たわみ復元によって下向きの水流が生

じ、目地付近の路盤表面には渦が生じる。

　載荷回数の増加につれて粒子が混合する。載荷回数の増加につれて、蛍光色の混合領域がリーブ版下の奥深くまで

版図を拡大し、単独赤色領域が深部に押しやられている。また、混合領域はアプローチ版側にも拡大している。アプ

ローチ版側から右向きに供給される緑色粒子が、リーブ版の急速なたわみと復元による複雑な水流によって、リーブ

版側の赤色粒子と繰返し混合している。

　路盤面の浸食が加速的に生じるのは、リーブ版下に隙間が生じて以降である。実舗装においても、舗装版下に隙間

が生じてしまえば、目地からの雨水侵入と交通荷重によって、浸食は加速的に進行していくと考えられる。ポンピン

グおよび路盤浸食を防ぐためには、舗装版と路盤との密着性を維持し、隙間が生じないようにすることが重要といえ

る。

　今後は材料条件、舗装条件、荷重条件、路盤含水条件などに付いて、現実の条件に合わせていくことでポンピング

の支配要因とその影響度を検討していく必要がある。
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